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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
D. magna は水環境の生態毒性試験に適した水棲動物であるが、農薬についての研究例は少ない。そ
こで、環境基準に資することを目的に、農薬の D. magna に対する急性と亜慢性の毒性試験および生
殖毒性試験を行った。 
【対象】 
 わが国で広く使われている 11 種の除草剤、10 種の殺菌剤、9 種の殺虫剤を対象とした。 
【方法】 
急性毒性試験は、OECD ガイドライン 202（1984）に従い、24 時間ないし 48 時間曝露後の半数の
D. magna が遊泳阻害を受ける濃度（LC50）として決定された。亜慢性毒性試験および生殖毒性試験
は OECD ガイドライン 211（1998）に従い、化学物質と藻類で培養され、8 日曝露後の LC50として
決定された。生殖毒性は D. magna の第一仔が産まれるまでの日数の遅延、および 13 日以内の生存
第一産仔数で決定された。 
【結果】 
 すべての殺虫剤は強い急性毒性を示し、LC50の範囲は 0.00053 mg/L から 0.037 mg/L であった。
除草剤と殺菌剤の半数以上は、最大濃度の 10 mg/L で急性毒性を示さなかった。chlornitrofen、
pencycuron、fenitrothion は 8 日間の LC50値が 24 時間、48 時間のそれより著しく低いことを示し
た。isoprothiolane、flutolanil、thiophanatemethyl は、それぞれ 8 日間 LC50値の半分より低い濃
度で、第一仔が産まれるまでの日数が著しく遅延した。thiobencarb、iprodione、flutolanil、mepronil、
thiophanatemethyl は、それぞれ 8 日間 LC50値の半分より低い濃度で、第一産仔数が著しく減少し
た。 
【結論】 
 chlornitrofen、pencycuron、fenitrothion は、遅効性の毒性を示した。又、thiobencarb、iprodione、
flutolanil、mepronil、thiophanatemethyl は、生殖毒性を示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
オオミジンコ（Daphnia magna）は水環境の生態毒性試験に適しており、その急性毒性試験、亜
慢性毒性試験および生殖毒性試験は OECD ガイドラインとして標準化されている。しかしながら、
農薬は広範囲で散布され水環境への影響が懸念されるものの、農薬を対象にして、それら試験を行っ
た研究は一部に限られている。本論文は環境保全に資することを目的に、わが国で広く使われている
11 種の除草剤、10 種の殺菌剤、9 種の殺虫剤についてそれら毒性試験を行ったものである。 
結果は、殺虫剤はすべて強い急性毒性を示し、除草剤と殺菌剤の半数以上は最大濃度の 10 mg/L
でも急性毒性を示していない。除草剤の chlornitrofen、殺菌剤の pencycuron、殺虫剤の fenitrothion
は遅効性の毒性を示し、除草剤の thiobencarb と、殺菌剤の iprodione、flutolanil、mepronil、
thiophanatemethyl は亜慢性毒性試験の半分以下の濃度で生殖毒性を示した。中でも、fenitrothion
は、亜慢性毒性試験での半数致死濃度 0.0005 mg/L が、わが国の水質基準である 0.003 mg/L より低
濃度であり、水棲動物の生態系への影響が危惧される。 
本論文は、わが国で汎用される農薬の生態系への影響を評価するための基準を提供する研究であり、
環境保全に寄与することが期待される。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値する
ものと判定された。 
